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西行や良寛を読むと心が澄み渡り、
法然や親鸞に信心は鼓舞される。

ルターと親鸞はなぜ、かくも似ているのか。
キリスト者が禅に共感するのはなぜか。

　「初めに神が……」で幕を開ける聖書。唯一信仰に生きるキリスト教と、そもそも神を定立しないところから人間
を語り始める仏教との間に対話は存在するのか。多くのキリスト者を悩ませてきたこの難題に「霊性」という観点か
ら相互理解と交流の可能性を探った渾身の書。
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